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rす し`幹ん」に入ポヽ/トセ当てました

が、今 句々よ駒ぜ A'こ テ
~マ に普抜

A和窪在及伝化文油Lしよした。尾ぐ場後し

いヤ、柔ヤし【預スリチ祖屯年がみ,ねょした。

保健委員
『ストレスこ勝・

電電ば☆ごとによってココロやカラダがびとくりして安張すること

ストレスとかがん糸花げる
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イ電気なくス文ヮている政トレスュ
という言葉sスの正ム本|ご迎る
夫錦に無 傘及が

'托

口Rしよした。
・・ ?』

ス ト レ ス チ ェ ッ ク

撫骨ヽ鰺ッ守…

(スト♭スの原臼)

ストレスから生まれる気持ちや症状

風路膝ス反応

ストレスが
｀
ある口奇|ご

虫るサ知代に夕ヽ てヽ
一人一人チェッ7を

しました。



『7ンケート結果発表』③

③ストレスの原口↓よイ巧て
や
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ズトレスチ専十消
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兵ε十したヌ>ケートに
フいて糸壱采七茶晨

rな¶品1汁告ギ〔中出脚〃 ゃしよした。
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蕪守鵜盤の曲播
風ワ脚‖し仙ウン也尋脚

一【塁

自ので意識してしヽなしヽ揚含があるので、時々、この頃の

自分の心の状態勝ビう角Lけ ?と振り返つてみるのはいいこと !

ストレス解消力法は、①臨む感じを
'い

に触窃

②他のものを自分の中に入れる、tnLl角 1ぇる

・ス トレスを感じた時の人事なポイントは

「とのストレスをおいものにしない」
自劣の気持ちを一度ちゃんと意識をして、

自ので自のの気持ちを受け取つてから、

外に出したり切りかえたりすることが大事 !

・ 自鉛なりの解 )肖方法が上手くしヽかない時は、

具体的なここや他のことを考えたし1尊 顕に入れに明

することで、嫌な思いが自動的に外へ出ていく。

の 2つに分けられる

′ぜやイ本と
1)ブッフスさせる

ストレッチや
フ千ワ及デ去

~と

幹んなで

戻軍→しよした。

枚普

に
｀
きました。

生 ・
生 徒 の み な さ ん の 感 想
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・自分にあつた解消方法を見つけていきたい。(1年 塚本桜花)

・ストレスには種類があつて、解消方法もそれぞれ違うことが

わかった。(2年 佐々木陸磨)

・自らストレスに向き合うことで、自分ではわからなかつたスト

レスに気づ くことができた。 (3年 海野蓮 )

一保 護 者 の 方 よ り～―― ～早
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liに ストレスがたJ三 ると思うげドG、 物tで

なんでt)ないri汚などをヒ′て、 ストレスをは,)し て,↓)げ
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たいです )

″クにつとした 丁―ど |)ヴ )変 |ヒに伐〔づ |ナ て)よ うに してヽヽ きたしヽですⅢ


